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(57)【要約】
【課題】　生活異変センサが異常検知信号を出力しても
、それが誤動作である場合は外部に通報しないよう動作
させることが可能な集合住宅インターホンシステムを提
供する。
【解決手段】　居室親機３に、火災感知器やガス漏れ感
知器等のセキュリティセンサ５と、居住者の異変を検知
する生活異変センサ６が接続されたセンサアダプタ１０
とが接続され、センサ５，６が異常を検知したら警報発
報する一方、センサアダプタ１０には住戸内で警報を発
報する天井スピーカ８と、住戸玄関等住戸外で警報を発
報する外設スピーカ９とが接続されている。アダプタＣ
ＰＵ３４は、生活異変センサ６が異常を検知したら、天
井スピーカ８から警報を発報させ、異常を検知してから
所定時間経過しても異常を検知し続けたら、居室親機３
に異常発生信号を送信すると共に外設スピーカ９から警
報を発報させる。
【選択図】　図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
集合住宅の集合玄関に設置されて居住者を呼び出すための集合玄関機と、集合住宅の各住
戸玄関に設置されて居住者を呼び出すための住戸玄関機と、前記集合玄関機及び前記住戸
玄関機からの呼び出しに応答するための居室親機と、管理室に設置されて前記集合玄関機
及び前記居室親機と通話が可能な管理室親機とを有する集合住宅インターホンシステムに
おいて、
前記居室親機には、火災感知器やガス漏れ感知器等のセキュリティセンサが接続されて、
前記セキュリティセンサが感知動作したら警報を発報する親機発報制御部を有すると共に
、居住者の異変を検知する生活異変センサが接続されたセンサアダプタが接続され、
前記センサアダプタは、住戸内で警報を発報する天井スピーカと、住戸玄関等の住戸外で
警報を発報する外設スピーカと、前記生活異変センサから異常発生信号を受けたら前記天
井スピーカ、及び前記外設スピーカから警報を発報させるアダプタ発報制御部とを有し、
前記アダプタ発報制御部は、前記生活異変センサが異常を検知したら、前記天井スピーカ
から警報を発報させ、その後所定時間経過しても前記異常を検知し続けたら、前記居室親
機に異常発生信号を送信すると共に前記外設スピーカから警報を発報させることを特徴と
する集合住宅インターホンシステム。
【請求項２】
前記センサアダプタが前記居室親機へ送信する異常発生信号は移報信号であり、前記居室
親機の移報接点入力部を介して送信されることを特徴とする請求項１記載の集合住宅イン
ターホンシステム。
【請求項３】
身につけた居住者の脈拍数及び立位や臥位の姿勢情報等の身体情報を検出する生体モニタ
装置が無線或いは有線で前記センサアダプタに接続され、前記センサアダプタが前記生体
モニタ装置から異常情報を入手したら、
前記アダプタ発報制御部は、前記居室親機に異常発生信号を送信すると同時に前記天井ス
ピーカから警報を発報させ、異常情報を入手してから所定時間経過しても前記異常情報が
継続していたら、前記外設スピーカから警報を発報させることを特徴とする請求項１又は
２記載の集合住宅インターホンシステム。
【請求項４】
前記センサアダプタは、異常を検知したセンサ等の種類に応じて異常内容を報音するため
の音声メモリを有し、
前記アダプタ発報制御部は、前記天井スピーカ、前記外設スピーカの少なくとも一方から
音声により異常発生及び異常内容を報知することを特徴とする請求項１乃至３の何れかに
記載の集合住宅インターホンシステム。
【請求項５】
前記住戸玄関機は異常発生を報知するための警報表示部を有すると共に、前記居室親機は
前記センサアダプタから異常発生信号を受けたら、前記警報表示部を報知動作させる報知
制御部を有することを特徴とする請求項１乃至４の何れかに記載の集合住宅インターホン
システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は集合住宅、特に高齢者向け集合住宅のインターホンシステムに関し、詳しくは
、住戸内に火災感知器等のセキュリティセンサに加えて居住者の異変を検知する生活異変
センサを備えた集合住宅インターホンシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　居住者の異常を検知して通報する機能を備えた高齢者向けの集合住宅インターホンシス
テムが従来よりある。例えば、特許文献１の集合住宅インターホンシステムは、火災感知
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器やガス検知器等のセキュリティセンサに加えて、水量センサや、人感センサ等の生活異
変センサを住戸内に設置し、水が予め設定された長い時間帯に亘り使用されない場合や、
居住者の動きが検知出来ない場合等の異常を検知した場合も警報を発し、合わせて管理人
等に通報するよう構成されている。こうすることで、火災等の検知に加えて居住者に異常
があったら外部に通報することで、速やかな対処が可能となった。
【特許文献１】特開２００３－１３４２４３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、上記従来の集合住宅インターホンシステムでは、生活異変センサが動作
して異常検知信号を出力したら、直ちに住戸外でも警報が発報されるため、生活異変セン
サの過剰動作や誤動作等で誤報が発生した場合にも、居住者が誤報に気づく前に外部に通
報され、管理人や近隣の居住者に余計な手間を取らせていた。
　そこで、本発明はこのような問題点に鑑み、生活異変センサが異常検知信号を出力して
も、それが誤動作である場合は外部に通報しないよう動作させることが可能な集合住宅イ
ンターホンシステムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　上記課題を解決する為に、請求項１の発明は、集合住宅の集合玄関に設置されて居住者
を呼び出すための集合玄関機と、集合住宅の各住戸玄関に設置されて居住者を呼び出すた
めの住戸玄関機と、集合玄関機及び住戸玄関機からの呼び出しに応答するための居室親機
と、管理室に設置されて集合玄関機及び居室親機と通話が可能な管理室親機とを有する集
合住宅インターホンシステムにおいて、居室親機には、火災感知器やガス漏れ感知器等の
セキュリティセンサが接続されて、セキュリティセンサが感知動作したら警報を発報する
親機発報制御部を有すると共に、居住者の異変を検知する生活異変センサが接続されたセ
ンサアダプタが接続され、センサアダプタは、住戸内で警報を発報する天井スピーカと、
住戸玄関等の住戸外で警報を発報する外設スピーカと、生活異変センサから異常発生信号
を受けたら天井スピーカ、及び外設スピーカから警報を発報させるアダプタ発報制御部と
を有し、アダプタ発報制御部は、生活異変センサが異常を検知したら、天井スピーカから
警報を発報させ、その後所定時間経過しても異常を検知し続けたら、居室親機に異常発生
信号を送信すると共に外設スピーカから警報を発報させることを特徴とする。
【０００５】
　この構成によれば、生活異変センサが異常を検知すると、天井スピーカと外設スピーカ
の双方で異常発生を報知するので、居住者自身に加えて近隣の居住者も異常発生を把握し
易い。但し、外設スピーカは異常が発生してから所定時間経過してから警報を発するので
、誤報である場合は、外設スピーカが発報する前に居住者が停止させる等の処置を行うこ
とができ、外設スピーカからの発報に対して誤報を無くすことが可能となり、近隣住人や
管理人に余計な手間を掛ける事態を防ぐことができる。
　また、セキュリティセンサは直接居室親機に異常発生を送信して居室親機が発報し、生
活異変センサはセンサアダプタに異常発生信号を送信して増設スピーカ等が発報するので
、互いに信号経路が異なる。そのため、セキュリティセンサ側の配線経路を触ること無く
、センサアダプタ側のセンサの変更等を行うことができ、生活異変センサ等の変更操作し
てもセキュリティセンサ側の信頼性が劣化するようなことがない。
【０００６】
　請求項２の発明は、請求項１に記載の構成において、センサアダプタが居室親機へ送信
する異常発生信号は移報信号であり、居室親機の移報入力端子を介して送信されることを
特徴とする。
　この構成によれば、居室親機は既存端子によりセンサアダプタからの信号を受信するた
め、居室親機の改造が不要となり、コストアップと成らない。
【０００７】
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　請求項３の発明は、請求項１又は２に記載の発明において、身につけた居住者の脈拍数
及び立位や臥位の姿勢情報等の身体情報を検出する生体モニタ装置が無線或いは有線でセ
ンサアダプタに接続され、センサアダプタが生体モニタ装置から異常情報を入手したら、
アダプタ発報制御部は、居室親機に異常発生信号を送信すると同時に天井スピーカから警
報を発報させ、異常情報を入手してから所定時間経過しても異常情報が継続していたら、
外設スピーカから警報を発報させることを特徴とする。
　この構成によれば、生体モニタ装置が異常を検出したら生活異変センサの場合と同様に
発報するので、近隣の居住者が異常発生を把握し易い。
【０００８】
　請求項４の発明は、請求項１乃至３の何れかに記載の構成において、センサアダプタは
、異常を検知したセンサ等の種類に応じて異常内容を報音するための音声メモリを有し、
アダプタ発報制御部は、天井スピーカ、外設スピーカの少なくとも一方から音声により異
常発生及び異常内容を報知することを特徴とする。
　この構成によれば、異常発生内容が音声で報音されるので、どのような異常が発生した
のか速やかに認識することができ、対処し易い。
【０００９】
　請求項５の発明は、請求項１乃至４の何れかに記載の構成において、住戸玄関機は異常
発生を報知する警報表示部を有すると共に、居室親機はセンサアダプタから異常発生信号
を受けたら、警報表示部を報知動作させる報知制御部を有することを特徴とする。
　この構成によれば、住戸玄関機からも異常発生を表示して報知するので、近隣の居住者
が聴力の衰えた人でも異常発生を認識できる。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、生活異変センサが異常を検知すると、天井スピーカと外設スピーカの
双方で異常発生を報知するので、居住者自身に加えて近隣の居住者が異常発生を把握し易
い。そして、外設スピーカは異常が発生してから所定時間経過してから警報を発するので
、誤報である場合は、外設スピーカが発報する前に停止させる等の処置を行うことができ
、外設スピーカからの発報に対して誤報を無くすことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、本発明を具体化した実施の形態を、図面に基づいて詳細に説明する。図１は本発
明に係る集合住宅インターホンシステムの一例を示す構成図であり、１は集合住宅の共同
玄関に設置され、居住者を呼び出すための集合玄関機、２は各住戸の玄関に設置されて居
住者を呼び出すための住戸玄関機、３は各住戸内に設置されて集合玄関機１、住戸玄関機
２からの呼び出しに応答するための居室親機、４は管理室に設置されて集合玄関機１や居
室親機３と通話が可能な管理室親機、５は火災発生やガス漏れ等の居室内の異常を検知す
るセキュリティセンサ、６は居住者の動きを検知する人体検知センサや水量センサ等の生
活異変センサ、７は居住者が身につけて居住者の身体情報を入手する生体モニタ装置、８
は居室天井に設置されて警報発報等を行う天井スピーカ、９は住戸玄関等の住戸外に設置
されて警報発報等を行う外設スピーカ、１０は生活異変センサ６や生体モニタ装置７が接
続されて、居住者の異変を検知したら居室親機３等に通知すると共に発報を制御するため
のセンサアダプタである。
【００１２】
　集合玄関機１は管理室親機４に伝送線Ｌ１で接続され、各居室親機３，３・・は親機幹
線Ｌ２を介して管理室親機４に接続され、住戸玄関機２は伝送線Ｌ３を介して居室親機３
に接続されている。また、セキュリティセンサ５は居室親機３に伝送線Ｌ４で接続され、
生活異変センサ６、天井スピーカ８、外設スピーカ９は、それぞれ伝送線Ｌ５，Ｌ６，Ｌ
７でセンサアダプタ１０に接続されている。また、センサアダプタ１０は伝送線Ｌ８で居
室親機３に接続されている。更に、生体モニタ装置７は、測定した脈拍等を１０秒等の所
定の時間間隔でセンサアダプタ１０に無線送信する。
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【００１３】
　ここで、生活異変センサ６、生体モニタ装置７を具体的に説明する。生活異変センサ６
は、例えば赤外線等を利用して人物の動きを検知する人体検知センサ、水道水の使用状況
を検知する水量センサ、ベッドでの居住者の状態を検知するベッドセンサ、電気機器の操
作状況を検知する家電操作センサ等から構成されている。例えば、人体検知センサがリビ
ングルームに設置されている場合、一定時間（例えば、２４時間）居住者の動きを感知し
なかったら、異常発生と判断して異常検知信号を送出する。また、人体感知センサがトイ
レに設置されている場合は、一定時間（例えば、２時間）を越えて居住者の存在を感知し
続けたら、異常発生と判断して異常検知信号を送出する。
【００１４】
　水量センサは、水が所定の長時間に亘り連続使用されている場合、或いは所定の長時間
に亘り使用されない状態を検出したら異常発生と判断して異常検知信号を送出する。また
、ベッドセンサはベッドに居住者が就寝状態にあるか、転落していないか検出し、例えば
２０時間に亘り就寝し続けている状態を検出した場合、或いは転落を検知した場合に異常
発生と判断して異常検知信号が送出される。
【００１５】
　一方、生体モニタ装置７は、人物（ここでは居住者）が身に付けて、脈拍情報や、立位
、臥位の姿勢情報等を測定或いは検知して、測定した情報を例えば１０秒等の所定の時間
間隔でセンサアダプタ１０に無線送信する。
【００１６】
　図２は図１の各機器の要部を回路ブロックで示している。この図２に示すように、住戸
玄関機２には、居住者を呼び出すための呼出ボタン１４、居住者と通話するために図示し
ないマイク及びスピーカを備えた子機通話部１５、住戸内に設置されたセンサが異常を検
知した場合にそれを表示するための警報表示灯１６、伝送線Ｌ３を介して居室親機３と通
信するための子機インターフェース（子機ＩＦ）１７等が備えられている。
【００１７】
　また居室親機３には、呼び出しに応答するための通話ボタン２０、来訪者等と通話する
ために図示しないマイク及びスピーカを備えた親機通話部２１、住戸内に設置されたセン
サの動作等を表示する親機表示部２２、各種設定を行うための親機操作部２３、居室親機
３全体を制御する親機ＣＰＵ２４、管理室親機４と通信するための親機第１インターフェ
ース（親機第１ＩＦ）２５、住戸玄関機２と通信するための親機第２インターフェース（
親機第２ＩＦ）２６、セキュリティセンサ５を接続する親機センサインターフェース（親
機センサＩＦ）２７等が備えられている。但し、親機センサＩＦ２７は、センサ等の出力
信号等を入力するための移報接点入力部である。
【００１８】
　そして、センサアダプタ１０には、アナウンス音声を記憶する音声メモリ２９、生活異
変センサ６が接続されるセンサインターフェース（センサＩＦ）３０、生体モニタ装置７
からの信号を無線受信する無線受信部３１、発報動作状態にあるセンサアダプタ１０をリ
セットする復旧ボタン３２、天井スピーカ８、外設スピーカ９を接続するスピーカインタ
ーフェース（スピーカＩＦ）３３、センサアダプタ１０全体を制御するアダプタＣＰＵ３
４、居室親機３と通信するためのアダプタインターフェース（アダプタＩＦ）３５等が備
えられている。
【００１９】
　このように構成された集合住宅インターホンシステムの動作は以下のようである。但し
、集合玄関機１からの呼出操作、居室親機３によるその応答操作等は従来と同様であるた
め説明を省略し、ここではセンサダプタ１０に接続された生活異変センサ６が動作した場
合のシステムの動作を中心に説明する。
【００２０】
　生活異変センサ６が異常を検知して異常検知信号を出力したら、伝送線Ｌ５を介してセ
ンサアダプタ１０に伝送される。センサＩＦ３０を介してこの異常検知信号を受信したア
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ダプタＣＰＵ３４は、最初に天井スピーカ８で警報音を鳴動させる。このとき、アダプタ
ＣＰＵ３４は、音声メモリ２９から、異常を検出した生活異変センサ６に応じたアナウン
ス音声を選択してスピーカＩＦ３３、伝送線Ｌ６を介して天井スピーカ８に送信し、異常
発生を音声により報知させる。例えば「水量センサが作動しました」のアナウンスが天井
スピーカ８から報音される。尚、音声メモリ２９が記憶するアナウンス音声は、生活異変
センサ設置時或いはインターホンシステム施工時に設定される。
【００２１】
　また、アダプタＣＰＵ３４は、異常検知信号の受信に合わせて図示しないタイマをスタ
ートさせて３０秒等所定時間のカウントを行う。そして、タイマがカウントアップしても
異常検知信号を受信し続けていたら、天井スピーカ８に加えて外設スピーカ９から警報を
発報させると共に、アダプタＩＦ３５、伝送線Ｌ８を介して居室親機３に異常発生信号を
送信する。
　このとき、アダプタＣＰＵ３４は、音声メモリ２９から、異常検知信号の種類に応じた
アナウンス音声を選択して取り出し、スピーカＩＦ３３、伝送線Ｌ７を介して外設スピー
カ９に送信し、異常発生を音声により報音させる。ここでは生活異変センサ６の異常検知
であるため、例えば「生活異変センサが動作しました」のアナウンスが報音される。
【００２２】
　居室親機３に伝送された異常発生信号は、親機第２ＩＦ２６を介して親機ＣＰＵ２４が
受信し、親機ＣＰＵ２４の制御により親機通話部２１のスピーカから異常発生を鳴動報知
させ、親機表示部２２に異常発生を表示させる。また、居室親機３に伝送された異常発生
信号は、親機第２ＩＦ２６、伝送線Ｌ３を介して住戸玄関機２に送信され、子機ＩＦ１７
を介して異常発生信号を受けた警報表示灯１６は発光動作する。
　更に、異常発生信号は、親機第１ＩＦ２５、親機幹線Ｌ２を介して管理室親機４にも送
信され、管理室親機４からも警報が発せられる。
【００２３】
　但し、センサ動作が誤動作であり、タイマがカウントアップするまでに誤報であること
に気づいた居住者により、復旧ボタン３２が操作される等の発報停止操作が成されたら、
アダプタＣＰＵ３４は異常検知信号及び異常発生信号を停止させる。その結果、天井スピ
ーカ８からの発報が停止し、発報動作は終了する。この場合、外設スピーカ９や居室親機
３が発報動作することもない。
【００２４】
　このように、生活異変センサが異常を検知すると、天井スピーカと外設スピーカの双方
で異常発生を報知するので、居住者自身に加えて近隣の居住者も異常発生を把握し易い。
但し、外設スピーカは異常が発生してから所定時間経過してから警報を発するので、誤報
である場合は、外設スピーカが発報する前に居住者が停止させる等の処置を行うことがで
き、外設スピーカからの発報に対して誤報を無くすことが可能となり、近隣住人や管理人
に余計な手間を掛ける事態を防ぐことができる。
　また、居室親機は既存端子である移報接点入力部を使用してセンサアダプタからの信号
を受信するため、居室親機の改造が不要となり、コストアップと成らない。
　更に、生活異変センサの作動内容が音声で報音されるので、どのような異常が発生した
のか速やかに認識することができ、対処し易いし、住戸玄関機からも異常発生が発光報知
されるので、近隣の居住者が聴力の衰えた人でも異常発生を認識できる。
【００２５】
　次に、生体モニタ装置７から入手している居住者の生態情報が、異常値或いは異常状態
を示した場合の動作を説明する。センサアダプタ１０は、上述したように生体モニタ装置
７から、脈拍数、立っているか寝ているかの姿勢情報等の居住者の身体状態の情報を入手
している。そして、これらの情報から、例えば脈拍が明らかに正常範囲を逸脱した、或い
は居住者が長時間横になったままである等の情報を入手したら異常発生と判断して、警報
発報動作を実施する。
【００２６】
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　この発報動作も上記生活異変センサ動作の場合と同様の動作となる。具体的に、最初に
天井スピーカ８で警報音を鳴動させる。このとき、アダプタＣＰＵ３４は、音声メモリ２
９から、異常を検出した生体モニタ装置７に応じたアナウンス音声を選択して天井スピー
カ８に送信し、異常発生を音声により報知させる。例えば「脈拍が異常です」のアナウン
スが天井スピーカ８から報音される。
【００２７】
　また、アダプタＣＰＵ３４は、異常発生の判断に合わせて図示しないタイマをスタート
させて３０秒等所定時間のカウントを行う。そして、タイマがカウントアップしても生体
モニタ装置７から引き続き異常な状態を示す情報を入手し続けたら、天井スピーカ８に加
えて外設スピーカ９からも警報を発報させると共に、居室親機３に異常発生信号を送信す
る。このとき、外設スピーカ９からは、生体モニタ装置７からの情報が異常を示すため、
例えば「居住者に異常が発生しました」のアナウンスが報音される。
【００２８】
　そして、タイムアップを受けて居室親機３に向けて異常発生信号が伝送され、この異常
発生信号を受信した親機ＣＰＵ２４は、親機通話部２１のスピーカから異常発生を鳴動報
知させ、親機表示部２２に異常発生を表示する。更に、異常発生信号を管理室親機４に送
信すると共に、居室親機３を介して住戸玄関機２にも異常発生信号が送信され、住戸玄関
機２の警報表示灯１６を発光動作する。
【００２９】
　但し、生体モニタ装置７の誤動作による異常報知の場合、タイマがカウントアップする
までに誤報であることに気づいた居住者により、復旧ボタン３２が操作される等の発報停
止操作が成された場合には、アダプタＣＰＵ３４はその時点で天井スピーカ８からの発報
を停止して発報動作を終了する。この場合、外設スピーカ９からその後発報されることも
ない。
【００３０】
　このように、生体モニタ装置からの情報が異常を示す情報である場合、生活異変センサ
の場合と同様に発報動作するので、近隣の居住者が異常発生を把握し易い。しかも、異常
発生内容が音声で報音されるので、どのような異常が発生したのか速やかに認識すること
ができ対処し易い。
【００３１】
　尚、セキュリティセンサ５が動作した場合は、異常発生信号が伝送線Ｌ４を介して居室
親機３に伝送される。親機センサＩＦ２７を介してこの信号を受信した親機ＣＰＵ２４は
、親機通話部２１のスピーカから警報を発報させると同時に、親機表示部２２に警報内容
を表示させる。更に住戸玄関機２の警報表示灯１６を点灯させると共に、管理室親機４に
異常発生信号を送信して、管理室親機４でも警報発報動作させる。このように、セキュリ
ティセンサ５は、直接居室親機３に異常発生を送信して居室親機３が発報するため、セン
サアダプタ１０を使用した生活異変センサ９や生体モニタ装置７とは互いに信号経路が異
なる。そのため、セキュリティセンサ５側の配線経路を触ること無く、センサアダプタ１
０側のセンサの変更等を行うことができ、生活異変センサ６等を変更操作してもセキュリ
ティセンサ５側の信頼性が劣化するようなことがない。
【００３２】
　また、上記実施形態では、居室親機３の移報接点入力部にセンサアダプタ１０を接続し
ているが、居室親機３にセンサアダプタ１０専用の端子を設けて接続しても良い。こうす
れば、天井スピーカ８や外設スピーカ９から報音させるメッセージ音声を居室親機３に送
信することが可能となり、異常発生の具体的内容を居室親機や管理室親機等に通知するこ
とが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
【図１】本発明に係る集合住宅インターホンシステムの実施形態の一例を示す構成図であ
る。
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【図２】図１の各機器の要部を回路ブロックで示した構成図である。
【符号の説明】
【００３４】
　１・・集合玄関機、２・・住戸玄関機、３・・居室親機、４・・管理室親機、５・・セ
キュリティセンサ、６・・生活異変センサ、７・・生体モニタ装置、８・・天井スピーカ
、９・・外設スピーカ、１０・・センサアダプタ、１６・・警報表示灯（警報表示部）、
２４・・親機ＣＰＵ（親機発報制御部）、２６・・親機第２インターフェース（移報接点
入力部）、２９・・音声メモリ、３４・・アダプタＣＰＵ（アダプタ発報制御部）。

【図１】 【図２】
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